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第1－4巻序文（n。14、KpaCHbl覚）

緒言（「．C．「aHe皿HH，K）．Φ・qeMeKOB）

第1章地形の特徴（r．C．FaHe皿HH）

　大陸の地形（山岳と高原　　平野と台地　　海岸）　　　太平洋および北氷洋隣接部の沿海部海底

　地形（太平洋沿海　　ラプテフ海　　東シベリア海　　チュコトク海）

第2章ネオテクトニックスと地形（K）．Φ．qeMeKOB）

　東北区　　　極東　　　ザバイカル　　　北中国平原。東中国平原と周辺山地　　　朝鮮半島

　千島・カムチャツカ（コリャーク高原　　カムチャツカ半島　　千島列島）　　　サハリン

　日本列島　　　アラスカ　　　垂直運動の強さ　　　水平運動の問題　　　基本総括

第3章　削剥平坦化面の問題（IO．Φ．qeMeKOB）

　東北区　　　極東　　　ザバイカル　　ゴビ砂漠・大興安嶺・東満山地　　　朝鮮半島　　　千島
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　　・カムチャツカ　　　サハリン　　　日本列島　　　アラスカ　　　基本総括

第4章　河川網発達の規則性（F．C．FaHe田KH）

　　地質・構造地質と河川網の相関関係　　　河川網発達における火山現象の意義　　　古河川網の特

　　徴河川争奪の役割総括
第5章　第四紀氷河作用の問題（K）．Φ．qeMeKOB）

　　東北区　　極東　　　千島・カムチャツカ　　　サハリン　　　ザバイカル　　　朝鮮半島

　　大興安嶺・東満山地・黄河流域・揚子江流域　　　日本列島　蘭　北アメリカ　　　古氷河作用の

　　雪線　　　氷河期の絶対地質年代　　　氷河期はメタクロンかシンクロンか？　　　氷河作用と海

　　進の関係

第6章　地形発達史（K　．n』BapaHOBaほか）

　　鮮新世後期一第四紀前紀　　　第四紀前期（プリバイカルとザバイカル　　東北区　　極東　　東

　　満山地・大興安嶺・同隣接平原　　カムチャツカ　　サハリン　　千島列島　　日本列島　　アラ

　　スカ）　　　第四紀中期（プリバイカルとザバイカル　　東北区　　極東　　大興安嶺・東満山地

　　・同隣接平原　　カムチャツカ・千島列島・サハリン　　日本列島　　アラスカ）　　　第四紀後

　　期（プリバイカルとザバイカル　　東北区　　極東　　大興安嶺・東満山地・同隣接平原　　カム

　　チャツカ・千島列島・サハリン　　日本列島　　アラスカ）　　　完新世

結び　（F．C．FaHe皿HH7K）．Φ．qeMeKoB）

　　　　　　　　　　　　　　　　第2巻（527P。，図154，表7，文献396）

第2巻序言
第1章下部先カンブリァ系（B．H．瓢o皿KHH編）

　　ハンカイ山塊　　　ブレヤ山塊　　　オリョクマービチム摺曲区　　　アルダンースタノボイ地域

　　（アルダン摺曲区　　スタノボイ摺曲区）　　　ベルホヤンーチュコトカ摺曲区（オホーツク山塊

　　オモロン山塊とタイゴノス山塊　　コルイマ山塊　　チュコトカ山塊）　　中国一朝鮮摺曲区

　　日本列島　　　アラスカ　　まとめ

第2章上部原生界（A．n，my皿KOB編）

　　南部地方（ジジノーヶルレン堆積盆　　アムール堆積盆　　’中国一朝鮮堆積盆）　　北西地方（東

　　シベリァ堆積盆）　　　北東地方（東北堆積盆とアラスカ堆積盈）　　　東部地方（東アジァ堆積

　　盆）

第3章カンブリァ系（A。n。Fy皿KOB編）

　　南部地方　　　北西地方　　　北東地方　　　東部地方

第4章オルドビス系（A．n．rymKOB編）

　　南部地方　　　北西地方　　　北東地方

第5章　シルル系（B．A．AMaHTOB編）

　　南部地方（南モンゴル堆積盆　　バルガ堆積盆　　ギラ堆積盆）　　　北東地方（コルイマ堆積盆

　　ベルホヤン堆積盆　　ブルクソフ堆積盈とユーコン堆積盆）　　　東部地方（南アラスカ堆積盆

　　コリャーク堆積盆　　日本堆積盆）　　　まとめ

第6章デボン系（B．A．AMaHTOB編）

　　南部地方（興安堆積盆　　スンガリー堆積盆　　ザバイカル堆積盆とシャンタル堆積盆）　　　北

　　東地方（ベルホヤン堆積盈　　オムレフ堆積盆・コルイマ＝ブルク、ソフ堆積盆・ユーコン堆積盆）

　　東部地方（コリャーク堆積盆と南アラスカ堆積盆　　日本堆積盆）　　　まとめ

第7章　石炭系（B．K．EπHceeBa）

　　南部地方（ザバイカル＝ゼヤ堆積盆　　シャンタル＝ツグール堆積盆　　大興安嶺堆積盆）

　　北東地方（ベルホヤン堆積盆　　コルィマ堆積盆　　チュコトク堆積盆　　ブルクソフ堆積盆）

　　東部地方（シホテアリン堆積盆　　日本堆積盆　　コリャーク堆積盆　　南アラスカ堆積盆）

　　まとめ
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第8章．二畳系（B．K．EπHceeB・編）

　　南部地方（ザバイカル堆積盆　　大興安嶺堆積盆）　　　北東地方　　　東部地方　　　まとめ

第9章三畳系（T．瓢．OKyKeBa編）

　　南部地方　　　北西地方　　　北東地方（ヤナ＝コルィマ堆積盈　　アニュイ＝チュコトク堆積盆

　　コルビル堆積盆）　　　東部地方（シホテアリン堆積盆　　ブレヤ堆積盆　　ウッキー堆積盆

　　日本堆積盆　　ヤンツィ堆積盆　　南アラスカ堆積盆）　　　まとめ

第10章　ジュラ系（H．14．Ce敢編）

　　南部地方　　　北西地方　　　北東地方（ヤナ＝コルィマ堆積盈　　北アラスカ堆積盆）　　　東

　　部地方（日本＝サハリン堆積盆　　シホテアリン堆積盆　　ウツキー＝ブレヤ堆積盆　　コリャー

　　ク堆積盆　　南アラスカ堆積盆）　　　まとめ

第11章　白亜系（B。H．Bepe皿amH編）

　　東アジァ大陸成堆積区（南部　　中部　　北部）　　　沿太平洋海洋成堆積区（シホテァリン堆積

　　盆　　目本＝サハリン堆積盆　　カムチャツカ＝コリャーク堆積盆　　アニュイ＝チュコトク堆積

　　盆　　オホーツク堆積盆　　アラスカ堆積盆）　　　まとめ

第12章　古第三系（B．A．Ca価HHKOB編）

　　東アジァ大陸成堆積区（モンゴル地城　　アムール＝沿海州地域　　ボハイ地域　　ヤナ＝コルィ

　　マ地域）　　　沿太平洋堆積区（北べ一リング堆積盆　　南ベーリング堆積盆　　南アラスカ堆積

　　盆　　西カムチャツカ堆積盆　　西サハリン堆積盆　　南オホーツク堆積盆　　東中国堆積盆

　　海洋堆積盆）　　　まとめ

第13章　新第三系（E．A．Ca価HHKOB編）

　　東アジア大陸成堆積区（モンゴル＝ザバイカル地域　　東ゴビ地域　　アムール＝沿海州地域

　　ボハイ地域　　レナ地域　　ヤナ＝コルィマ地域　　アラスカ地域）　　　沿太平洋堆積区（東中

　　国堆積盆　　目本堆積盆　　オホーツク堆積盆　　べ一リング堆積盆　　南アラスカ堆積盆）

　　まとめ

第14章　第四系（B．B。Co菰OBbeB編）

　　東アジァ堆積区（極東　　大興安嶺地域とスンガリー河流域　　東北区）　　沿太平洋堆積区（サ

　　ハリン　　カムチャツカ　　千島列島　　コリャーク山脈　　日本列島、　アラスカ）

第15章　太平洋北西部縁海の底質（A。E。rep皿aHOBHq）

　　堆積作用の要素と底質の主なタイプ　　　底質概説　　　まとめ

ソ連東部および同隣接地方の時代別古地理図集

　　　　　　　　　　　　　　　　　第3巻（395P．，図68，表59，文献206）

第3巻序言
第1章　太平洋可動帯に隣接する古期摺曲区および山塊のマグマ作用

　　スタノボイ摺曲区（始生代　　原生代　　古生代後期　　中生代）　　　セレンガ＝ヤブロノイ摺

　　曲区（原生代後期地向斜古期基盤隆起部　　地向斜期　　転位期　　活化期）　　　コルィマ山塊

　　・オモロン山塊・オホーツク山塊（先カンブリア紀　　　古生代　　　古生代後期一中生代　　新生

　　代）　　　アルグン山塊（ジュラ紀マグマ作用　　白亜紀マグマ作用）　　ブレヤ山塊（概説

　　原生代前期　　古生代前期　　古生代後期　　中生代後期）　　　ハンカイ山塊（原生代前期

　　古生代前期　　古生代後期と中生代）　　　太平洋可動帯に隣接する古期摺曲区と山塊の一般的特

　　徴

第2章　太平洋可動帯外帯各地域のマグマ作用

　　ヤナ＝コルィマ摺曲系（先古生代後期マグマ作用　　地向斜期〔二畳紀一ジュラ紀中期〕　　転位

　　期〔ジュラ紀後期一白亜紀前期〕　　圧密期〔白亜紀後期〕　　活化期〔新生代〕）　　　チュコト

　　ク摺曲系（先古生代後期マグマ作用　　地向斜期〔二畳紀一ジュラ紀中期〕　　転位期〔ジュラ紀

　　後期一白亜紀〕　　後転位期〔古第三紀一第四紀〕）　　　モンゴル＝オホーツク摺曲区（概説
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　　地向斜期の古生代中期火山作用　　モンゴル＝ザバイカル域〔西部　東部〕　　アムール＝オホー

　　ツク域）　　　シホテ＝アリン摺曲系（地向斜期と転位期〔古生代中期火山作用と古生代後期火山

　　作用　　古生代後期貫入マグマ作用　　ジュラ紀貫入マグマ作用〕　　三畳紀一白亜紀地向斜期・

　　転位期〔三畳紀とジュラ紀の火山作用　　白亜紀前期火山作用　　白亜期前期貫入マグマ作用

　　前期白亜紀前期火山作用　　セノン期貫入マグマ作用〕　　圧密期〔ダン期一古第三紀〕　〔前期白

　　亜紀後期一古第三紀火山作用　　ダン期一古第三紀前期貫入マグマ作用　　古第三紀前期火山作用

　　古第三紀後期火山作用　　古第三紀後期貫入マグマ作用　　中新世火山作用　　第四紀火山作用〕

　　太平洋可動帯外帯マグマ作用の一般的特徴

第3章　東アジア火山源帯

　　概説　　　東シホテアリン火山源帯　　　内陸火山源帯　　　オホーツク＝チュコトカ火山源帯

　　東アジァ火山源帯の一般的特徴

第4章　東太平洋可動帯内帯各地域のマグマ作用

　　日本摺曲区のサハリン地域（地向斜期　　地向斜後期と転位期　　後転位期）　　　オホーック＝

　　コリャーク摺曲区（コリャーク＝アナドゥル域　　西カムチャツカ域）　　　千島＝東カムチャッ

　　カ摺曲系（白亜紀後期噴出生成体　　古第三紀一新第三紀噴出生成体　　白亜紀後期一古第三紀貫

　　入生成体　　古第三紀一新第三紀貫入生成体）　　　千島＝カムチャツカ火山源帯　　　太平洋可

　　動帯内帯マグマ作用の一般的特徴

第5章　隣接諸外国のアジァ東部岩石区中におけるソ連東部マグマ岩区

第6章　太平洋可動帯北酉部マグマ作用の一般的特徴

　　　　　　　　　　　　　　　　　第4巻（324P・，図46，表25，文献318）

序言

第1章　地質発達史

　　プロトゲイ

　　　始生代

　　　原生代前期

　　　　　アルダン＝スタノボイ地体ブロック　　　ヤナーチュコトク地体ブロック

　　　原生代中期

　　　　　アルダン＝スタノボイ地体ブロックと中国＝朝鮮地体ブロック　　　ヤナ＝チュコトク地体

　　　　　ブロック

　　　プロトゲイ概括

　　メソゲイ

　　　　　アルダン＝スタノボイおよび中国＝朝鮮地体ブロック　　　アムール地体ブロック

　　メソゲイ概括

　　ネオゲイ

　　　古生代前期

　　　　原生代後期一古生代前期地質発達史総論

　　　　　中国＝朝鮮地体ブロック　　　ヤナ＝チュコトク地体ブロック

　　　　シベリア卓状地東縁の地塊構造

　　　　　アムール地体ブロック　　　先カンブリァ紀一古生代前期の構造形態　　　先カンブリァ紀

　　　　　と古生代前期のリソジェネシスの特徴　　　先カンブリア紀・古生代前期マグマ作用の特徴

　　　　古生代前期概括

　　　古生代中期

　　　　地質発達史概論

　　　　　ヤナ＝チュコトク地体ブロック　　　ァムール地体ブロック　　　日本地体ブロック

　　　　　西および北部沿太平洋の仮説的正地向斜帯　　　古生代中期リソジェネシスの特徴　　　古
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　　　　生代中期マグマ作用の特徴

　　　古生代中期概括

　　古生代後期

　　　地質発達史概論

　　　　中国＝朝鮮地体ブロック　　　アルダン＝スタノボイ地体ブロック　　　ァムール地体ブロ

　　　　ック　　　日本地体ブロック　　　ヤナ＝チュコトク地体ブロック　　　西および北部沿太

　　　　平洋の仮説的正地向斜帯　　　古生代後期リソジェネシスの特徴　　　古生代後期マグマ作

　　　　用の特徴

　　　古生代後期概括

　　中生代

　　　地質発達史概論

　　　　アルダン＝スタノボイ地体ブロックとセレンガ＝ヤブロノイ地域　　　ヤナ＝チュコトク地

　　　　体ブロック　　　ァムール地体ブロック　　　日本地体ブロック　　　西および北部沿太平

　　　　洋の仮説的正地向斜帯　　　東アジァ大陸縁部火山源帯と内陸火山帯　　　中生代リソジェ

　　　　ネシスの特徴　　　中生代マグマ作用の特徴　　　大陸セグモイド　　中間セグモイド

　　　中生代概括

　　新生代

　　　地質発達史概論

　　　　アムール地体ブロック　　　中国＝朝鮮地体ブロック　　　ヤナ＝コルィマ地体ブロック

　　　　東アジァ大陸縁部火山源帯　　　中間セグモイド　　　日本地体ブロック　　　オホーック

　　　　地体ブロック　　　オホーツク＝コリャーク可動系　　　千島＝東カムチャッカ地向斜系

　　　　西および北部沿太平洋の仮説的正地向斜系　　　新生代リソジェネシスの特徴　　　新生代

　　　　マグマ作用の特徴　　　大陸セグモイド　　　中問セグモイド

　　　新生代概括

第2章堆積作用の進化とリソジェネシスの2』3の問題（フォーメイション解析にもとづいて）

　　　堆積区とその堆積相一生成機構上の特徴

　　　　北東部　　　南部　　　東部

第3章　堆積速度の解析による堆積成構造の力学的問題

　　　　卓状地　　　沿クラトン凹地　　　前陸盆地　　　山塊と同周縁凹地　　　可動区

第4章　メタロジェニーの一般的規則性

　　　主要鉱床生成期

　　　　　リーフェイ＝カンブリア紀メタロジェニー　　古生代中・後期メタロジェニー　　中生

　　　　　代メタロジェニー　　　新生代メタロジェニー

　　　空間における鉱化作用の配列

　　　　　超広域メタロジェニック累帯配列　　　広域および内広域メタロジェニック累帯配列
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　　　太平洋可動帯と太平洋

古生代後期 中生代 新生代

　3）r．T。駐礪ocT躍x（1972）：「AprH涯汀K3au朋K　opy双eHeHHe（粘土化作用と鉱化作用）」，ネー
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ゼルバイジャン共和国地質総論）」l　rエルム」出版所，バクー，228P．，26×17cm（露文），UDC：55

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目　　次

第1部　火山作用と構造作用

　1皿．A。A3H36eKoB，赫．匠PycTaMoB：ザンゲズール地方南部の一般構造中におけるメグリニオルド

バード底盤体の位置（図3，文献10）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・一…・p．7－15

　荊．A．KaUIK説，B。14．A朋eB：小カフカス地方の火山一プルトン岩系とその内因性鉱床との成因的

関係（表1，文献26）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　………P．16－30

第2部　造山帯

　A．B．瓢aMe八oB：クラ凹地の構造地質の問題によせて（図4，文献17）　　　　　　………p．33－44

　K，A．HcMa勘oB，H．C．FacaHoB：カスピ海南部盆地鮮新一更新統摺曲構造面の2，3の特徴（図

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　57一（109）



　　　　　　　　　　地質調査所月報（第26巻第2号）

3，文献7）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　………P．45－53

第3部　応用地球物理学的研究の諸結果

　P．H。A6Ay朋aeB，0。双．BarHp6eKoBa；アゼルバィジャン共和国の花闘岩類の絶対地質年代（表

1，文献4）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　………P．57－62

　C．A．巫aMe八oB，JI．E．HIo朋o，T．A．HcMaH朋a八e，K．π．racaHoBa：小カフカス地方北東部ジュ

ラ系の古磁気学的研究（図4，表1，文献2）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　………p．63－67

第4部　地球化学
　A．A．AπH3a八e，n．A。田／o倣eT；南カスピ海凹地底質の地球化学と石油炭化水素生成作用の問題（図

7，表3，文献18）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　………P．71－87

　C　r．Ca肥eB，∂．H。3e触朋oBa，双。H．∂ΦeHAHeB；カフカス地方南東部古第三系一中新統の炭化

水素ガスの地球化学的特徴（図5，表3，文献5）　　　　　　　　　　　　　　　　一…！・p・88－95

　Φ．「．八a八a田eB＝地殻中における炭化水素ガスの化学組成形成作用について（文献19）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・p．96－102

第5部　内因性鉱床

　A・几KePKMOB；アゼルバイジャン共和国における鉛一亜鉛鉱床の分布規則性（文献9）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・p，105－111

　F．H．KepKMoB，A。B。HIHpa礁eB：ベジュナリンスク鉱床の鉱化段階（図5，表2，文献5）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・p。112－120

　P．皿．A3H36eKOB；メグリ＝オルドバード底盤体の岩脈と鉱床の関係（図4，文献23）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一p，121－127

第6部　堆積岩の成因と分類

　A。双．CyπTaHoB，H．B．Ha皿飢bl：地球化学的資料に照したアゼルバイジャン共和国後鮮新統形成

問題によせて（図10，文献9）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　………p．131－147

　A．r。Ce瓢oB，瓜．八．KoTeπbHHKoB：前カフカス地方およびアゼルバイジャン共和国のマイコープ

層の粘土鉱物（図2，文献44）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　………P．148－158

　B．H。AKaeBa：小カフカス地方北東部白亜系上部階火砕堆積岩の成因的特徴について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一p．159－166

第7部土木地質
　双・瓢．Cy配敢MaHoB＝アゼルバイジャン共和国範囲の土木地質区区分（図1，表1，文7）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一p．169－175

第8部その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　A。A。只Ky60B：アゼルバィジャン共和国の泥火山の形態的・成因的分類（図7，表1，文献14）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・p．179－193

　皿．Φ．瓢eXTHeB，K　．B．FHHHC；ヒラー摺曲体の地下水の水理地質と水理化学（図4，表3）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・。p．194－203

　K．A。A朋3aAe，T。A．瓢aMe八oB：アゼルバイジャン共和国内の地質発達状況と関係した古第三系一

新第三系海棲化石動物群の発展段階性（文献11）　　　　　　　　　　　　　　　　………p．204－210

　A．r。X訓KπOB：ジュラ紀と白亜紀の境界とベリァス期の層位学的位置につv・て（図1，表1，文献

8）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・…・…P．211－217

　几巫・X朋HハoB，JI・几maMe双oBa：有孔虫化石動物群によるアゼルバイジャン共和国の古第三系の

累帯区分（表1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．・…一・p．218－226

58一（110）




